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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 15,085 10.6 2,703 12.9 2,837 11.7 2,021 △14.0

2026年３月期中間期 13,637 △5.2 2,394 △11.7 2,539 △7.7 2,349 65.0

（注）包括利益 2027年３月期中間期 2,823百万円（180.8％） 2026年３月期中間期 1,005百万円（△62.5％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 131.87 －

2026年３月期中間期 141.43 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 42,051 33,672 78.3

2026年３月期 40,204 32,237 78.0

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 32,930百万円 2026年３月期 31,354百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 55.00 － 78.00 133.00

2027年３月期 － 66.00

2027年３月期（予想） － 66.00 132.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,010 6.6 5,020 0.7 5,230 △3.9 3,750 △13.6 244.53

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 15,780,038株 2026年３月期 15,780,038株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 445,368株 2026年３月期 452,745株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 15,330,044株 2026年３月期中間期 16,610,904株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項
（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　(将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料Ｐ.２「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における世界経済は、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格の上昇や地政学リスクの高

まり等により、不確実性が残る状況で推移いたしました。当社グループを取り巻く環境は、主要顧客である化学

業界において、米国では個人消費や雇用環境の堅調さを背景とする底堅い企業活動に伴い、設備投資需要が堅調

に推移した一方で、中国においては、引き続き景気が低迷しており、企業の投資姿勢にも慎重さが見られまし

た。

このような状況のもと、当中間連結会計期間において、インドや東南アジア、欧州がケミカル機器キャンドモ

ータポンプを中心に減少したものの、米国がアフターマーケットを中心に増加したことや、中国が前期生産トラ

ブルの影響により減少したことの反動増、円安によるプラス影響等により、グループ全体の売上高は増加いたし

ました。

以上の結果、当社グループの当中間連結会計期間の売上高は、15,085百万円（前年同期比10.6％増）となりま

した。利益面につきましては、売上増加や米国における関税の還付（142百万円）、為替のプラス影響等により、

営業利益は2,703百万円（同12.9％増）、経常利益は2,837百万円（同11.7％増）となったものの、前年同期に投

資有価証券売却益868百万円や固定資産売却益140百万円を計上した反動減により、親会社株主に帰属する中間純

利益は2,021百万円（同14.0％減）となりました。

また、日本や米国を中心にケミカル機器キャンドモータポンプやアフターサービスの需要が堅調に推移したこ

とや、円安によるプラス影響等により、当社グループの当中間連結会計期間の受注高は、17,481百万円（同

29.1％増）、受注残高は、16,833百万円（前期末比16.6％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は32,110百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,381百万円増加い

たしました。これは主に棚卸資産が965百万円、現金及び預金が844百万円増加したことによるものでありま

す。固定資産は9,940百万円となり、前連結会計年度末に比べ465百万円増加いたしました。

この結果、総資産は42,051百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,847百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は7,193百万円となり、前連結会計年度末に比べ106百万円増加いた

しました。固定負債は1,185百万円となり、前連結会計年度末に比べ304百万円増加いたしました。

この結果、負債合計は8,378百万円となり、前連結会計年度末に比べ411百万円増加いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は33,672百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,435百万円増加

いたしました。これは主に利益剰余金が826百万円、為替換算調整勘定が640百万円増加したことによるもので

あります。

この結果、自己資本比率は78.3％（前連結会計年度末は78.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2026年５月12日の「2026年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予

想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,721,391 12,566,269

受取手形、売掛金及び契約資産 9,135,764 8,618,419

電子記録債権 1,697,802 1,677,650

製品 3,177,160 3,222,911

仕掛品 2,743,424 3,221,508

原材料及び貯蔵品 2,454,688 2,896,474

その他 627,108 697,615

貸倒引当金 △828,295 △789,981

流動資産合計 30,729,045 32,110,869

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,027,257 4,009,957

その他（純額） 3,925,496 4,289,166

有形固定資産合計 7,952,754 8,299,124

無形固定資産

その他 140,952 129,986

無形固定資産合計 140,952 129,986

投資その他の資産 1,381,906 1,511,758

固定資産合計 9,475,613 9,940,869

資産合計 40,204,658 42,051,739

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,763,943 2,158,297

電子記録債務 336,755 315,086

未払法人税等 936,793 498,630

製品保証引当金 39,549 46,388

賞与引当金 507,726 523,258

その他 3,502,054 3,651,388

流動負債合計 7,086,822 7,193,051

固定負債

退職給付に係る負債 358,693 396,994

その他 522,123 788,781

固定負債合計 880,816 1,185,776

負債合計 7,967,639 8,378,827

純資産の部

株主資本

資本金 3,143,675 3,143,675

資本剰余金 2,931,466 2,935,644

利益剰余金 22,435,887 23,261,899

自己株式 △1,189,922 △1,170,368

株主資本合計 27,321,105 28,170,851

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 214,782 310,866

為替換算調整勘定 3,677,183 4,318,126

退職給付に係る調整累計額 141,664 131,057

その他の包括利益累計額合計 4,033,630 4,760,050

非支配株主持分 882,282 742,009

純資産合計 32,237,019 33,672,911

負債純資産合計 40,204,658 42,051,739

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 13,637,007 15,085,659

売上原価 7,689,083 8,512,413

売上総利益 5,947,924 6,573,245

販売費及び一般管理費 3,553,807 3,869,881

営業利益 2,394,117 2,703,364

営業外収益

受取利息 47,563 53,315

受取配当金 14,241 5,827

受取賃貸料 13,505 13,778

為替差益 20,433 379

スクラップ売却益 23,900 32,788

その他 33,438 46,701

営業外収益合計 153,082 152,791

営業外費用

支払利息 3,075 14,324

その他 4,372 4,747

営業外費用合計 7,447 19,071

経常利益 2,539,752 2,837,084

特別利益

固定資産売却益 140,216 －

投資有価証券売却益 868,999 －

特別利益合計 1,009,216 －

特別損失

固定資産売却損 6,726 －

固定資産除却損 － 27,096

減損損失 － 12,514

特別損失合計 6,726 39,610

税金等調整前中間純利益 3,542,242 2,797,474

法人税等 1,038,780 673,546

中間純利益 2,503,461 2,123,927

非支配株主に帰属する中間純利益 154,136 102,386

親会社株主に帰属する中間純利益 2,349,325 2,021,541

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 2,503,461 2,123,927

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △493,257 96,084

為替換算調整勘定 △1,006,918 613,794

退職給付に係る調整額 1,997 △10,607

その他の包括利益合計 △1,498,178 699,271

中間包括利益 1,005,282 2,823,199

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 881,581 2,747,961

非支配株主に係る中間包括利益 123,701 75,237

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは「ポンプ事業」を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については量的重要性が乏し

いため、セグメント情報の記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年６月29日開催の取締役会決議に基づき、2026年７月24日付で譲渡制限付株式報酬として自己株式

7,500株の処分を行いました。この結果、単元未満株式の買取りによる取得も含め、当中間連結会計期間において

資本剰余金が4,178千円増加、自己株式が19,554千円減少し、当中間連結会計期間末において資本剰余金が

2,935,644千円、自己株式が1,170,368千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

日本 4,437,421 4,506,506

欧米 3,659,900 4,194,734

アジア 5,539,685 6,384,417

合計 13,637,007 15,085,659

３．補足情報

所在地別売上高

（注）当社及び連結子会社の所在する国又は地域に分類しております。
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